
缶用鋼板



高度な技術が創る、JFEの缶用鋼板
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身近な暮らしを支える、缶用鋼板。 
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金属容器のさらなる進化を担う
JFEスチールの多彩な缶用鋼板

ジュースや缶詰でおなじみの飲料缶・食缶、菓子などが詰められた美術缶、
さらには業務用の 18リットル缶やオイル缶など、様々な金属容器は私たち
の日常生活において欠かせない役割を担っています。こうした多様な金属容
器を支えているのが、JFEスチールの缶用鋼板です。
JFEスチールでは、冷延鋼板にすずをめっきしたぶりきを始め、高速溶接性
と塗装後耐食性の優れた極薄ニッケルすずめっき鋼鈑「JFEウェルト」、優れ
た塗装性・塗料密着性を持つ電解クロム酸処理鋼板のティンフリースチー
ル（TFS）、TFSの無研磨溶接を可能にした「JFEブライト」、さらには、卓越し
た環境保全性や内容物保護性を有するラミネート鋼板「JFE ユニバーサルブ
ライト」などをラインアップし、多彩なニーズに対応しています。
また、原料から最終製造工程まで一貫した品質管理体制のもとで製造された
鋼板は、多くのお客様から厚い信頼をいただいています。今後もさらなる品
質向上・新商品開発に取り組みながら、豊かな暮らしを彩る金属容器の進化
に取り組んでいきます。

T I N  M I L L  P R O D U C T S



多様なニーズに応える、充実のラインアップ

商品一覧

■ ぶりき

〈ぶりき系〉

ぶりきは、薄い冷延鋼板にすずをめっきした鋼板です。非常に美しい金属光沢を有するとともに、耐食性、溶
接性、半田性などにおいて優れた特性を持っています。

■ JFE ウェルト
すずめっきの前にわずかにニッケルめっきした鋼板が「JFEウェルト」です。高速溶接性と塗装性・印刷性に
優れており、飲料缶の素材として最適です。島状すずの形成により、少ないすずめっき量で優れた溶接性を有
しますので、経済性に優れた溶接缶用素材です。また、特殊電解クロメート処理により、通常のぶりきより塗
料密着性が格段に優れています。

■ ティンフリースチール（TFS）

〈TFS系〉

ティンフリースチール（Tin Free Steel）は、冷延鋼板の表面に電解クロム酸処理を施した表面処理鋼板です。
優れた塗装性を持ちながら、経済性にも優れています。また、耐硫化黒変性に優れていますので、内面塗装す
れば食品缶素材に適しています。

■ JFEブライト（無研磨溶接用TFS）
TFSと比較しクロム水和酸化物を薄く均一に形成させることで、通常のTFSと違い電気抵抗溶接する場合で
もクロム皮膜を研磨除去する必要がありません。表面研磨工程が不要となるため、省エネ・低コストを実現。
また研磨作業中に発生する研磨粉が缶内に付着・混入する恐れがなく、缶のクリーン化に貢献します。

■ JFE ユニバーサルブライト（ラミネート鋼板）
加工性・耐食性に優れたPETや、幅広いpH域の内容物適性を有するPPで被覆したラミネート鋼板です。
缶内／外面側への塗装・焼き付け工程を省くことができるので低コスト、更に環境に優しい製品です。また、
フィルムに染料、顔料を添加することで様 な々色調のラミネート鋼板が製造可能です。
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■ 缶用鋼板の特長 ■

機能の比較

機　能
ぶりき（g/㎡） JFE

ウェルト TFS JFE
ブライト

JFE ユニバーサルブライト※8

2.8 5.6 以上 PET PP

裸使用
耐食性
（密閉）※ 1

耐 錆 性 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎
耐 酸 性 ○ ○ △ △ △ ◎ ◎
耐アルカリ性 △ △ △ ◎ ◎ ○ ◎
耐硫化黒変性 △ △ △ ◎ ◎ ◎ △
耐応力割れ性 ◎ ◎ ○ △ △ △※ 5 △※ 5

塗 装 性 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎※ 5 ◎※ 5

塗 装 後 耐 食 性※ 2 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎※ 5 ◎※ 5

耐 糸 状 錆 性 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
塗 料 密 着 性 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○※ 5 ○※ 5

内面無地プレス性 ○ ○ ○ △ △ ー ー
半 田 付 け 性 ○ ◎ × × × × ×
溶 接 性 ○ ○ ◎ △※ 3 ○※ 4 ○※ 6 ○※ 6

耐 熱 性※ 7 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ △
※ 1裸使用耐食性：密閉状態を前提としての評価です。実際にお使いの内容物により各品種の評価が変わることがあります。

あらかじめお問合せの程を、お願い申しあげます。
※ 2クロスカット腐食試験による評価：実際にお使いの条件により各品種の評価は変わることがあります。
※ 3めっき層を研磨せずに溶接した場合の評価
※ 4めっき層を研磨せずに溶接した場合の評価：溶接機、溶接条件により評価が変わる場合があります。
※ 5 JFE ユニバーサルブライトの各種性能は、実際にお使いの条件により各品種の評価が変わることがあります。お問合せの程を、お願い申しあげます。
※ 6 JFE ユニバーサルブライトの溶接性は、ラミネート被覆のないニスよけ代での評価を前提としております。

従いまして、溶接機、溶接条件により評価が変わる場合があります。
※ 7耐熱性：塗装・印刷時の加熱工程を経ると、特性が変化する場合があります。
※ 8両面ラミネートの場合

2

1 規格分類
品　種 商品名 注文規格

ぶりき ぶりき SPTE
JFEET

JFE ウェルト JFEWL

ティンフリー ティンフリー SPTFS
JFEEC

JFEブライト JFEBT
ラミネート JFE ユニバーサルブライト UBT

調質度3

調質度
硬度（HR30TSm）
板厚ｔ（mm）

t ≦ 0.210 0.210｠＜｠t ≦ 0.280 0.280｠＜｠t
T-1 50 ± 4 49 ± 4 48 ± 4
T-2 54 ± 4 53 ± 4 52 ± 4
T-2 .5 56 ± 4 55 ± 4 54 ± 4
T-3 58 ± 4 57 ± 4 56 ± 4
T-3 .5 60 ± 4 59 ± 4 58 ± 4
T-4 62 ± 4 61 ± 4 60 ± 4
T-5 66 ± 4 65 ± 4 64 ± 4

調質度 硬度（HR30TSm）
DR-7 .5 71 ± 4
DR-8 72 ± 4
DR-8 .5 73 ± 4
DR-9 75 ± 4
DR-9M 76 ± 4

DR-10 79 ＋ 3
－ 4

〈一回圧延製品（SR）〉 〈二回圧延製品（DR）〉



製造工程図

冷間圧延
より

洗浄ライン 箱焼鈍炉

連続焼鈍設備

DR圧延機

調質圧延機

■ 洗浄・焼鈍 ■ 調質圧延・精整

〈製造工程付記〉
全製造工程で厳しい品質管理を行っており、製
缶材料として要求される高度な耐食性と、均一
な材質を持っております。
特に製鋼で介在物重点管理を行い、熱延と冷
延で板厚重点管理を行った原板は、２ピース缶
やイージーオープン蓋用に使用されます。

〈主要製造工程・重点管理項目〉
【製　　鋼】
【熱間圧延】
【冷間圧延】
【焼　　鈍】

【調質圧延】
【表面処理】

化学成分、鋼の洗浄度
仕上げ温度と巻き取り温度
形状、板厚均一性
加熱温度、均熱温度、冷却温度、
雰囲気ガス成分
形状、表面粗度
皮膜付着量（めっき、後処理）
防錆油付着量、ラミネート加熱温度

■ 冷間圧延

熱間圧延転　炉高　炉 ホットコイル

■ 製銑・製鋼・熱間圧延
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■ 缶用鋼板の特長 ■

■ 表面処理 ■ 製品

オイラー

ティンフリー
ライン

ルーバー 前処理

クロムめっき

後処理

ルーバー

オイラー

前処理

すずめっき
ルーバー

クエンチ

リフロー

電気すずめっき
ライン

後処理

ラミネート

コイル

ラミネート
ライン

ルーバー ルーバー前処理

加熱セクション オイラー

クロムめっき

後処理
クエンチ

■ 冷間圧延機 ■ 連続焼鈍設備 ■ 電気すずめっきライン ■ ティンフリーライン

冷間圧延機 洗浄・焼鈍へ冷間圧延機

コイル

コイル



〈特  長〉
ぶりき

1  美しい外観 
美しい金属光沢があり、原板の粗度の調整により各種の表面仕上
の製品ができます。

2  良好な塗装性・印刷性  
各種の塗装、印刷が美麗に仕上がります。

3  優れた加工性と強度 
調質度の選択により各種の用途に加工でき、かつ、加工後の必要
強度が得られます。

4  優れた耐食性
すずめっき量の選択により、各種内容物に耐食性を有します。

5  優れた溶接性・半田性 
溶接缶と半田缶に多く使用されています。

〈特  長〉

JFE ウェルト

1  ぶりきより優れている特長  
溶接性
島状すずの形成により、少ないすずめっき量で優れた溶接性を
有するので、経済性に優れた溶接用素材です。
塗料密着性
特殊電解クロメート処理皮膜により、ぶりきより塗料密着性が
格段に優れています。

2  ぶりきと異なる特長   
外観
ぶりきと同一の原板表面仕上げができますが、皮膜構造特有
の銀白色の光沢があります。
耐食性
JFEウェルトは塗装後の耐食性が優れているので、通常両面塗
装して使用しますが、内容物によっては内面無塗装で使用でき
る場合があります。
半田性
半田適性はありません。
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〈皮膜構造〉

〈用  途〉
その用途は食缶・飲料缶・18リットル缶・美術缶等、容器分野全域にわたっています。
また、缶バッジや玩具、電機部品などにも使用されています。

〈用  途〉
容器・缶のなかでも溶接飲料缶用に主に使用されています。

■ ぶりき ■

食缶 飲料缶

飲料缶、食缶

18リットル缶 美術缶

〈皮膜構造〉

クロム水和酸化物
油膜

すず
鉄すず合金
地鉄

クロム水和酸化物
油膜

金属クロム
鉄すず合金（鉄すずNi 合金含む）
地鉄

すず



1
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製造可能範囲および仕様

〈製造可能範囲〉

製造可能範囲

〈コイル〉
一回圧延製品（SR） 二回圧延製品（DR）

板　厚 ㎜ 0.150～ 0.600 0.150～ 0.360

板　幅 ㎜ 457～ 1,067

内　径
㎜ 419・508

（インチ） （16.5・20.0）

外　径 ㎜ 最大 2,130

コイル単位質量  t 1.0～ 18.0

注）板幅、板厚、調質度の組み合わせにより製造できない範囲がありますので、
ご注文に際しては、必ずご相談ください。

■ ぶりき ■

400

0.600

0.500

0.400

0.300

0.200

0.100

500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300

0.1500.150

457457

0.3600.360

10671067

一回圧延製品（SR）
二回圧延製品（DR）

板幅（mm）

板
厚（

m
m
）
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3

2 すず付着量

標準付着量（g/㎡）

等厚めっき

2.8

5.6

8.4

11.2

差厚めっき

2.8／ 5.6

2.8／ 8.4

2.8／ 11.2

5.6／ 8.4

5.6／ 11.2

8.4／ 11.2

● すず付着量の多少はその用途によって使い分けられ、付着量の多いぶりきは、高耐食性を要する
缶詰または無地缶で使用され、付着量の少ないぶりきは、比較的耐食性への要求が少ないもの或
いは塗装缶・印刷缶に使用されます。

● 差厚表示
差厚めっきの場合、付着量の差異を明確にするため、エッジ部白線でディファレンシャルマークを
施し、マーク側の付着量表示記号のあとにSを付加します。
（例：2.8S/5.6）

● 他のディファレンシャルマークについてはご相談ください。

表面仕上および鋼種についてはP16〔表面仕上・鋼種（ぶりき・TFS共通）〕をご参照ください。

■ ぶりき ■

表面仕上

鋼　種



〈特  長〉
ティンフリースチール（TFS）

1  ぶりきより優れている特長

2 ぶりきと異なる特長

〈用  途〉

〈特  長〉

JFEブライト（無研磨溶接用TFS）

TFSより優れる溶接性
薄酸化クロム皮膜により、溶接前にめっき皮膜を研磨除去することなく
溶接ができますので、研磨工程が省略でき、研磨粉の付着のないクリー
ンな缶の製造が可能です。

塗料密着性
ぶりきより塗料密着性が格段に優れているので、TFSはDRD缶
をはじめ、様 な々塗装缶に使用されています。
耐熱性
加熱による変色・変質はありません。
耐硫化黒変性
耐硫化黒変性に優れていますので、内面塗装すれば食缶素材
に適しています。

外　観
ぶりきと同一の原板粗度は選べますが、金属クロム特有の表
面光沢があり、外観はぶりきと異なります。
耐食性
TFSは塗装後の耐食性が優れているので、通常両面塗装して使用し
ますが、内容物によっては内面無塗装で使用できる場合があります。
半田性
半田適性はありません。
溶接性
TFSのめっき層を除去すれば、溶接できますが、ぶりきに比べる
と溶接性は劣ります。
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TFS

18リットル缶やペール缶などの溶接缶に使用されています。

18リットル缶



クロム水和酸化物

金属クロム
地鉄

〈皮膜構造〉

〈用  途〉

〈皮膜構造〉

塗料の密着性が優れているのでDRD缶や王冠・キャップ類、美術缶、18リットル缶、ペール缶など、主に塗装用途
に使用されています。

■ TFS ■

DRD缶 各種塗装缶、王冠、キャップ類

ペール缶

クロム水和酸化物

油膜

金属クロム

地鉄

油膜
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■ TFS ■

製造可能範囲

〈製造可能範囲〉

〈コイル〉
一回圧延製品（SR） 二回圧延製品（DR）

板　厚 ㎜ 0.150～ 0.600 0.150～ 0.360

板　幅 ㎜ 457～ 1,067

内　径
㎜ 406・419・508

（インチ） （16.0・16.5・20.0）

外　径 ㎜ 最大 2,130

コイル単位質量  t 1.0～ 18.0

注）板幅、板厚、調質度の組み合わせにより製造できない範囲がありますので、
ご注文に際しては、必ずご相談ください。



2

1

■ ぶりき・TFS ■

表面仕上・鋼種（ぶりき・TFS共通）
表面仕上

鋼　種

鋼　種 備　考

MR 残留微量成分が少なく、優れた耐食性をもち、容器その他広く一般的用途に用いる。

L
Cu、Ni、Cｒ、Moその他の残留微量成分が特に少なく、極めて優れた耐食性をもつ
容器材料として用いる。

D
Alキルド鋼であって、深絞り加工およびリューダ―ス模様の発生しやすい加工を行
う用途に用いる。

表面仕上 記  号 表面粗度目標値 Ra 特長と用途

ブライトE BE ≦ 0.20μm 最も光沢のある仕上げ

ブライト B 0.25 光沢のある仕上げ

軽粗面 BR 0.30 軽度の砥石目のある仕上げ

粗　面
（ストーン 1） R 1 0 .40

砥石目のある仕上げ
印刷・製缶中のきずが目立たない

極粗面
（ストーン 2） R 2 0 .60 粗い砥石目のある仕上げ

マット M 1.00
ダル仕上げ。王冠やDI缶用
（ぶりきの場合はノーメルト）

シルバー 1 S 1 1 .00
ダル仕上げ。美術缶用
（ぶりきのメルト材のみ）

シルバー 2 S 2 2 .50
粗いダル仕上げ。美術缶用
（ぶりきのメルト材のみ）

シルバー 3
（サテン） S 3 3 .00

粗いダル仕上げ。美術缶用
（ぶりきのメルト材のみ）

連続鋳造によるアルミキルド鋼を使用しております。
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ラミネート鋼板
JFE ユニバーサルブライト
（ラミネート鋼板）〔容器ラミネート鋼板〕

〈皮膜構造〉
JFEユニバーサルブライトは、PET系またはPP系に大別されます。
ラミネートは片面あるいは両面が可能です。

■ ＰＥＴの皮膜構造

■ PPの皮膜構造

（注）標記のフィルム厚み以外については、ご相談ください。

PETフィルム厚み：12～20μm

PPフィルム厚み：50、70μm

PETフィルム

TFS
または
JFEブライト

TFS
または
JFEブライト

PPフィルム

環境保全性
塗装工程が省略できます。

バリアー性
裸耐食性、耐硫化黒変性に優れます。（両面ラミネートの場合）

加工性
塗装鋼板同等以上の優れた加工性を有しますので、プレス潤滑剤なしで
深絞りが可能です。（両面ラミネート＋ WAX塗布の場合）

〈特  長〉

ＴＦＳより優れている特長



■ UBT ■

〈用  途〉

A  JFE ユニバーサルブライト〈タイプF〉
「内容物取り出し性」をはじめとする食缶の要求特性を満たし、
かつ低コストで製造可能な食缶用ラミネート鋼板を世界で初めて開発、実用化しました。

B  JFE ユニバーサルブライト〈タイプE〉
塗装鋼板に比べ、低コストで幅広い内容物を充填可能な18リットル缶用コイルラミネート鋼板
JFEユニバーサルブライトタイプ Eを世界に先駆け開発しました。
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■ UBT ■

基本性能

特殊性能

JFE ユニバーサルブライトの基本性能を示します。
JFE ユニバーサルブライト

TFS（比較）
PET PP

裸使用耐食性
注 1）

耐 錆 性 ◎ ◎ ○
耐 酸 性 ◎ ◎ △
耐アルカリ性 ○　注 2） ◎ ◎
耐硫化黒変性 ◎ △ ◎
耐応力割れ性 △　注 4） △　注 4） △

塗 装 性 ◎　注 4） ◎　注 4） ◎
塗 装 後 耐 食 性　注 3） ◎　注 4） ◎　注 4） ○
耐 糸 状 錆 性 ◎ ◎ ◎
塗 料 密 着 性 ○　注 4） ○　注 4） ◎
内面無地プレス性 ◎ ◎ △
半 田 付 け 性 × × ×
溶 接 性　注 5） ○　注 6） ○　注 6） △
耐 熱 性　注 7） ○ △ ◎

注 1）裸使用耐食性：密閉状態を前提としての評価です。実際にお使いの内容物により各品種の評価が変わることがあ
ります。あらかじめお問い合わせの程を、お願い申しあげます。

注 2）ご使用p Hについてはあらかじめお問い合わせください。
注 3）クロスカット腐食試験による評価：実際にお使いの条件により各品種の評価は変わることがあります。
注 4）各種性能は、実際お使いの条件により、各種性能が変わることがあります。
注 5）めっき層を研磨せずに溶接した場合の評価
注 6）溶接性は、ラミネート皮膜のないフィルム除け代で、下地にJ F Eブライトを適用した場合の評価を前提としております。
注 7）耐熱性：塗装、印刷時の加工工程を経ると、特性が変化する場合があります。
※その他、加工等でフィルムに疵が発生した場合、環境によりフィルム剥れ等発生する場合があります。
※容器の保存寿命は容器自体のデザイン、製造プロセスおよびパッキング条件の影響を受ける場合があります。本製品を容器に適用する場合には、
個々の内容物について実際の生産と同じ条件により製造した実缶による耐内容物性能評価を行ったうえで、適用の可否を判断することが必要です。

内容物取出し性 意匠性
PETフィルムの上層に表面改質剤を添加す
ることにより、内容物取出し性能を付与す
ることができます。

フィルムに染料、顔料を添加、あるいはコー
ティングすることで様々な色調のラミネー
ト鋼板の製造が可能です。色調でご要望が
ございましたら、ご相談ください。

JFE ユニバーサルブライト

＜クリア＞

＜ホワイト＞

＜ゴールド＞

塗  装

レトルト処理、パック後 内容物取出し状態
内容物：肉・卵等の混合物



■ UBT ■

製造可能範囲
〈コイル〉

一回圧延製品（SR） 二回圧延製品（DR）

板　厚 ㎜ 〔図 1〕 参照 〔図 1〕 参照

板　幅 ㎜ 〔図 1〕 参照 〔図 1〕 参照

内　径
㎜ 419・508

（インチ） （16.5・20.0）

外　径 ㎜ 最大 2,130

コイル単位質量  t 1.0～ 18.0

注）板幅、板厚、調質度の組み合わせにより製造できない範囲がありますので、
ご注文に際しては、必ずご相談ください。

〈製造可能範囲〉 〔図 1〕
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JATTの特長

JATTの用途：3ピース缶胴、缶蓋、王冠など

優れた強度－延性バランス
独自の材質設計により、強度と延性を高バランス化。従来のDR※材同等の強度を維持しつつ、
延性を大きく向上（図1）。ご要望の強度レベルに応じて、JATT6～JATT8をラインアップ(表1）。

P. 21）（ 22

高強度・高延性　新缶用薄鋼板

JATTシリーズ

加工性向上加工性向上

ＪＡＴＴ
目標機械特性
ＪＡＴＴ

目標機械特性

T4CAT4CA

300

40

30

20

10

0
350 400

上降伏点（圧延方向）/ MPa

目標機械特性

硬度

6

7

7.5

8

67±4

69±4

71±4

72±4

460±50

480±50

520±50

550±50

15≦

15≦

15≦

（10≦）

ＪＡＴＴ

降伏強度（ＭＰa） 伸び（％）

伸
び（
圧
延
方
向
）/

 ％

450 500 550 600

T5CAT5CA

JATT6JATT6
JATT7JATT7 JATT8JATT8

DR8CADR8CA
DR7CADR7CA

※DR：Double Reduce （2回圧延による加工強化（＝高強度化）が特徴）。

〈図1：JATTシリーズの強度・延性バランス〉

〈表1：JATTシリーズの機械特性〉

1



JFE Advanced Thin gauge Tin mill products

強度と延性の高度なバランス、加工限界の向上で広がる用途

優れた耐食性
高強度化に際し、多量の元素添加を行っておらず、固溶窒素の活用をメインとしているため、耐食
性への悪影響がなく、従来材同等の高い耐食性を維持。

3

〈図2：JATTシリーズの加工性と用途例〉

〈エリクセン試験条件〉
JIS Z 2247 B法
・ポンチ径： 20mm、ダイス内径： 27mm
・押込み速度： 5mm/min.
・しわ押さえ荷重： 1ton

8.0

7.5
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リ
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 /
 ㎜
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張
出
し
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リ
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ト
部
加
工
性
）

JATT8 DR8

板厚0.21㎜

エ
リ
ク
セ
ン
値

お客様の製缶技術をサポート2

1 加工限界の向上（図2）により、3ピース缶のフランジ加工や、
缶蓋のリベット部加工での割れを軽減。

2 座屈やデント変形の抑制に有効。

3 缶デザインの自由度が上がり、他社との差別化に有利。

〈用  途〉
3ピース缶銅、缶蓋、王冠等
〈用  途〉
3ピース缶銅、缶蓋、王冠等



ブライトエースの特長

ブライトエースの用途：飲料缶、食品缶、18リットル缶、ペール缶など溶接缶全般

P. 23）（ 24

無研磨溶接用ティンフリースチール
ブライトエース（BRITE-ACE）

JFE BRITE by Advanced Chromium coating with Excellent weldability  

微細粒状クロムが初めて可能にした高速無研磨溶接の世界

〈図1：ブライトエースの皮膜構造と粒状クロムによるクロム水和酸化物破壊のイメージ〉

〈図2：ブライトエースの接触抵抗〉 〈表1：ブライトエースの皮膜諸特性〉 ◎○実用上問題なし

クロム
水和酸化物層 クロム

水和酸化物層
（絶縁性）金属

クロム層

地鉄

優れた溶接性
独自の電解技術により、表層に無数の微細粒状金属クロムを析出させ、接触点でのクロム水和酸化物破壊を
促進（図1）し、従来のJFEブライトよりも大幅に接触抵抗を低減（図2）。
ＴＦＳとして世界で初めて無研磨溶接による高速製缶を可能にしました※。
※ご使用の溶接ラインの仕様により若干効果は変動します。

1

塗料密着性と耐食性
従来のTFSと変わらぬ塗料密着性により塗装缶にしたときに優れた耐食性を発揮（表1）。

3

美麗な外観
粒状金属クロムの粒径および密度の適正化により、JFEブライトに劣らぬ美麗な外観を実現しました。

2

10000

8000

6000

4000

2000

0

G
oo

d
   
　
接
触
抵
抗（
μ
Ω
）

クリーンな製缶
錫を不使用　錫めっきの剥離がなく、溶接ラインの清浄性を保ちやすい。
表層の研磨工程不要　缶体への研磨鉄粉付着を防止できる。

4

物層

表面形状
イメージ

微細粒状
金属クロム
微細粒状
金属クロム

地  鉄地  鉄 地  鉄地  鉄
通  電通  電溶接溶接

JFEブライト

JFEブライト

ブライトエース

ブライトエース

TFS

TFS

※1：エポキシ塗装材を用いたTピール試験剥離強度
※2：鋼板スタックによる恒温恒湿試験（30℃×85%）における発錆状況
※3：エポキシ塗装材のクロスカット浸漬における剥離幅
　　（クエン酸1.5%，NaCl1.5％の試験液に55℃×4日）

溶接性

塗料密着性※1

裸耐食性※2

塗装耐食性※3



商品損傷防止のため、下記のような梱包を行っております。
また、梱包外装には、製造履歴を明示したラベルが貼付してあり、内側には、サービス
カードが入っております。
梱包ごとに規格、寸法、等級、重量、検査番号、コイル番号、製造年月日が記入されており
ます。

梱包・表示

〈外 装〉

〈内 装〉

外周当金

内周当金

防水ボール紙

防水ボール紙

防錆紙

シール

フープ

コイル梱包例



P. 25）（ 26

1 ) TFSは、半田づけおよびDI加工には適しませんが、塗装すれば、ぶりきが使用できるほ
とんどの用途に適用できます。

2 ) 溶接する場合は、TFSめっき層の電気抵抗値が高いので、溶接部分のめっき層を事前に
除去する必要があります。

3 ) TFSは、湿気を含む大気中では錆が発生しやすい性質をもっております。開梱後はでき
るだけすみやかにご使用ください。缶外面は防錆のために塗装してご使用ください。

4 ) 缶内面については、内容物がモーターオイルや、食油等の場合を除き、防食のため塗装
する必要があります。

5 ) TFSには、ぶりきのような犠牲防食性がありません。製缶時塗装後のTFS表面に疵をつ
けないように、充分に注意のうえご使用ください。

ティンフリースチール（TFS）使用上の注意

1 ) ぶりきと同様に、疵・指紋・汗などをつけないよう充分ご注意ください。また開梱後は
できるだけ裸のまま放置しないようにしてください。

2 ) JFE ウェルトは、半田づけおよびDI加工には適しませんが、塗装すれば、ぶりきが使用
できるほとんどの用途に適用できます。

3 ) 缶外面は防錆のために塗装してご使用願います。

4 ) 缶内面については、用途によっては無塗装でご使用いただけますが、内容物等を考慮し
て、塗装してご使用されることをおすすめします。

JFE ウェルト使用上の注意点

1 ) ぶりきは、表面がやわらかいすずめっき層で覆われていますので取り扱い時の疵や輸送
中の振動には充分ご注意ください。

2 ) 疵・指紋・汗などをつけないよう充分ご注意ください。また開梱後はできるだけ裸のま
ま放置しないようにしてください。

3 ) ぶりきは、製造後時間がたつほど塗装印刷性、はんだ性、機械的性質が劣化する恐れが
あります。従って、納入後はできるだけ早くご使用ください。

4 ) ぶりきは、優れた耐食性を備えていますが、湿気を含む大気中では錆が発生しやすい性
質をもっています。従って、開梱後はできるだけすみやかにご使用ください。

5 ) すずは強アルカリ溶液中で溶解しますので、アルカリ性内容物にご使用の場合には、缶
内面を塗装してご使用ください。

6 ) 硫黄を含む内容物にご使用の場合には、ぶりき表面が黒変することがありますので、缶
内面を塗装してご使用ください。

ぶりき使用上の注意点1

2

3

注意点



1 ) JFE ユニバーサルブライトのラミネート被覆面は、優れた裸耐食性を備えていますが、
切断面は鉄地です。また片面ラミネートの非被覆面はTFSです。よって他の商品と同様
取り扱い・保管には十分ご注意ください。

2 ) 切断時にラミネートフィルムの屑が生じる場合がありますので、加工工具の磨耗・クリ
アランス等にご注意ください。

3 ) 内容物や塗装焼付け等により、ご希望の特性が得られない場合がありますので、お客様
に最適のラミネート鋼板をご提供するため、ご使用の前にはあらかじめご相談ください。

4 ) JFEユニバーサルブライトはTFSと耐熱性が異なるため、塗装、印刷工程後の加熱工程
を経ると特性が劣化する場合があります。

JFE ユニバーサルブライト使用上の注意点

1 ) JFEブライトは、TFSに無研磨溶接性を付与したもので、基本的な特性はTFSと同じです。

2 ) JFEブライトは、無研磨で溶接できる素材ですが、溶接機の種類・溶接速度・電源周波数・
電極加圧力等の条件によっては溶接部分のめっき層を事前に除去する必要があります。

3 ) JFEブライトは、用途によっては無塗装でご使用いただけますが、塗装して使用するこ
とをおすすめします。特に外面は必ず塗装あるいは印刷してご使用ください。

4 ) JFEブライトは、TFSと耐プレス疵付性が異なるため、TFSと同様通常両面塗装して使
用しますが、内面無塗装でご使用の場合には、ワックス等のプレス潤滑剤のご使用をお
勧めします。

JFEブライト使用上の注意点4

5

1 )品名、等級
2 )めっき量（ぶりきのみ）テンパー度、表面仕上、寸法
3 )圧延方向
4 )数　量
5 )用途、納期
6 )コイルの場合は内径、1コイルの最大許容重量及びコイルの最大外径
7 ) JFEユニバーサルブライトの場合、フィルム種類、色及び内容物等使用環境情報
8 )その他お気づきの事項

ご注文、またはご照会される場合は、次の事項をご指示願います。

ご注文・ご照会について
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